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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、前記基材上に表面が平滑な防曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層のヘキサデカン接触角が、１０°以下であり、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、
（ａ）二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート、
（ｂ）親水性基と（メタ）アクリロイル基とを有する親水性モノマー、及び
（ｃ）アクリル当量が４００未満である三官能以上の（メタ）アクリレートを含有し、
（ｄ）親水性基を有さず撥水性分子構造を有する撥水性モノマーを含有せず、
　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に
対して、０質量％超１０質量％以下であることを特徴とする防曇防汚積層体。
【請求項２】
基材と、前記基材上に表面が平滑な防曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層のヘキサデカン接触角が、１０°以下であり、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、
（ａ）二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート、
（ｂ）親水性基と（メタ）アクリロイル基とを有する親水性モノマー、及び
（ｃ）アクリル当量が４００未満である二官能以上の（メタ）アクリレートを含有し、
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（ｄ）親水性基を有さず撥水性分子構造を有する撥水性モノマーを含有せず、
　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に
対して、０質量％超１０質量％以下であり、
　前記二官能以上の（メタ）アクリレートが、ペンタエリスリトールトリアクリレート、
トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、エトキシ化グリセリントリアクリレート、
ペンタエリスリトールアルコキシテトラアクリレート、及びトリシクロデカンジメタノー
ルジアクリレートの少なくともいずれかであることを特徴とする防曇防汚積層体。
【請求項３】
　前記基材と、前記防曇防汚層との間に、プライマー層を有する請求項１から２のいずれ
かに記載の防曇防汚積層体。
【請求項４】
　前記三官能以上の（メタ）アクリレートの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物の不揮発分に対して、５質量％以上６０質量％以下である請求項１及び３のいずれ
かに記載の防曇防汚積層体。
【請求項５】
　前記二官能以上の（メタ）アクリレートの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物の不揮発分に対して、５質量％以上６０質量％以下である請求項２から３のいずれ
かに記載の防曇防汚積層体。
【請求項６】
　前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートの含有量が、前記活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物の不揮発分に対して、４０質量％以上９５質量％以下である請求項１から
５のいずれかに記載の防曇防汚積層体。
【請求項７】
　前記防曇防汚層の表面自由エネルギーが、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ２以下であ
る請求項１から６のいずれかに記載の防曇防汚積層体。
【請求項８】
　前記防曇防汚層の水接触角が、３０°以上９０°以下である請求項１から７のいずれか
に記載の防曇防汚積層体。
【請求項９】
　前記防曇防汚層のマルテンス硬度が、２００Ｎ／ｍｍ２以上である請求項１から８のい
ずれかに記載の防曇防汚積層体。
【請求項１０】
　前記防曇防汚層の動摩擦係数が、０．９０以下である請求項１から９のいずれかに記載
の防曇防汚積層体。
【請求項１１】
　前記基材が鏡であり、反射色相のｂ＊値が５以下である請求項１から１０のいずれかに
記載の防曇防汚積層体。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれかに記載の防曇防汚積層体を表面に有することを特徴とする
物品。
【請求項１３】
　請求項１から１１のいずれかに記載の防曇防汚積層体を製造する防曇防汚積層体の製造
方法であって、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物から形成される未硬化層に対して、酸素濃度１
．０体積％未満の雰囲気下で紫外線照射を行い、前記防曇防汚層を形成する工程を含む、
ことを特徴とする防曇防汚積層体の製造方法。
【請求項１４】
　請求項１から１１のいずれかに記載の防曇防汚積層体を常温以上に加温することにより
、前記防曇防汚層の防曇性を向上させることを特徴とする防曇方法。
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【請求項１５】
　請求項１から１１のいずれかに記載の防曇防汚積層体の前記防曇防汚層を清掃すること
により、前記防曇防汚層の防曇性を維持させることを特徴とする防曇方法。
【請求項１６】
（ａ）二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート
（ｂ）親水性基と（メタ）アクリロイル基とを有する親水性モノマー、及び
（ｃ）アクリル当量が４００未満である三官能以上の（メタ）アクリレートを含有し、
（ｄ）親水性基を有さず撥水性分子構造を有する撥水性モノマーを含有せず、
　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に
対して、０質量％超１０質量％以下であることを特徴とする活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物。
【請求項１７】
（ａ）二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート
（ｂ）親水性基と（メタ）アクリロイル基とを有する親水性モノマー、及び
（ｃ）アクリル当量が４００未満である二官能以上の（メタ）アクリレートを含有し、
（ｄ）親水性基を有さず撥水性分子構造を有する撥水性モノマーを含有せず、
　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に
対して、０質量％超１０質量％以下であり、
　前記前記二官能以上の（メタ）アクリレートが、ペンタエリスリトールトリアクリレー
ト、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレー
ト、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、エトキシ化グリセリントリアクリレー
ト、ペンタエリスリトールアルコキシテトラアクリレート、及びトリシクロデカンジメタ
ノールジアクリレートの少なくともいずれかであることを特徴とする活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物。
【請求項１８】
　前記三官能以上の（メタ）アクリレートの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物の不揮発分に対して、５質量％以上６０質量％以下である請求項１６に記載の活性
エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項１９】
　前記二官能以上の（メタ）アクリレートの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物の不揮発分に対して、５質量％以上６０質量％以下である請求項１７に記載の活性
エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２０】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層におけるヘキサデカン接触角が、１０°以下である請求項１６から
１９のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２１】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における表面自由エネルギーが、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ
２以下である請求項１６から２０のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物
。
【請求項２２】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における水接触角が、３０°以上９０°以下である請求項１６から
２１のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２３】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層におけるマルテンス硬度が、２００Ｎ／ｍｍ２以上である請求項１
６から２２のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２４】
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　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における動摩擦係数が、０．９０以下である請求項１６から２３の
いずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【請求項２５】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を基材である鏡上に活性エネルギー線により硬
化して得られる表面が平滑な防曇防汚層における反射色相のｂ＊値が、５以下である請求
項１６から２４のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水廻りで使用可能な防曇防汚積層体、及びその製造方法、前記防曇防汚積層
体を用いた物品、前記防曇防汚積層体を用いた防曇方法、並びに前記防曇防汚積層体の防
曇防汚層の形成に適用可能な活性エネルギー線硬化性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浴室、洗面所、トイレ、キッチンなどの水廻りで使用される部材においては、水道水、
石けん、皮脂、油性インクなどの油汚れの付着とその付着物の乾燥とが繰り返されて、前
記部材には、水垢、石けんカス、皮脂汚れ、油性インクが固着する。また、毛染め剤など
の水廻りで使用される薬品が前記部材に付着すると、前記部材は、染まってしまう。これ
らは、通常の清掃では除去が難しく、外観と衛生を損ねてしまう。
【０００３】
　そのため、水廻り部材の表面に汚れが残ることを防ぐために、前記水廻り部材の表面に
防汚性を付与する工夫が提案されている（例えば、特許文献１～４参照）。
　しかし、これらの提案の技術では、防汚性、防曇性、及び耐薬品性を両立することが難
しいという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１４４６９５号公報
【特許文献２】特許第６１３３０２２号公報
【特許文献３】特開２０１６－１７２９２３号公報
【特許文献４】特開２００９－２４３２３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来における前記諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。即ち、本発明は、防汚性、防曇性、及び耐薬品性の全てに優れる防曇防汚積層体、及び
その製造方法、前記防曇防汚積層体を備える物品、並びに前記防曇防汚積層体の防曇防汚
層の形成に適用可能な活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するための手段としては、以下の通りである。即ち、
　＜１＞　基材と、前記基材上に表面が平滑な防曇防汚層とを有し、
　前記防曇防汚層のヘキサデカン接触角が、１０°以下であり、
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物であり、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、親水性モノマーを含有することを特徴とす
る防曇防汚積層体である。
　＜２＞　前記基材と、前記防曇防汚層との間に、プライマー層を有する前記＜１＞に記
載の防曇防汚積層体である。
　＜３＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、撥水性モノマーを含有しない前記
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＜１＞から＜２＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜４＞　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不
揮発分に対して、０質量％超１０質量％以下である前記＜１＞から＜３＞のいずれかに記
載の防曇防汚積層体である。
　＜５＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、二官能以上のウレタン（メタ）ア
クリレートを含有する前記＜１＞から＜４＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜６＞　前記防曇防汚層の表面自由エネルギーが、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ２

以下である前記＜１＞から＜５＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜７＞　前記防曇防汚層の水接触角が、３０°以上９０°以下である前記＜１＞から＜
６＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜８＞　前記防曇防汚層のマルテンス硬度が、２００Ｎ／ｍｍ２以上である前記＜１＞
から＜７＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜９＞　前記防曇防汚層の動摩擦係数が、０．９０以下である前記＜１＞から＜８＞の
いずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜１０＞　前記基材が鏡であり、反射色相のｂ＊値が５以下である前記＜１＞から＜９
＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体である。
　＜１１＞　前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体を表面に有する
ことを特徴とする物品である。
　＜１２＞　前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体を製造する防曇
防汚積層体の製造方法であって、
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物から形成される未硬化層に対して、酸素濃度１
．０体積％未満の雰囲気下で紫外線照射を行い、前記防曇防汚層を形成する工程を含む、
ことを特徴とする防曇防汚積層体の製造方法である。
　＜１３＞　前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体を常温以上に加
温することにより、前記防曇防汚層の防曇性を向上させることを特徴とする防曇方法であ
る。
　＜１４＞　前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記載の防曇防汚積層体の前記防曇防汚
層を清掃することにより、前記防曇防汚層の防曇性を維持させることを特徴とする防曇方
法である。
　＜１５＞　親水性モノマーを含有する活性エネルギー線硬化性樹脂組成物であって、
　撥水性モノマーを含有せず、
　前記親水性モノマーの含有量が、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に
対して、０質量％超１０質量％以下であることを特徴とする活性エネルギー線硬化性樹脂
組成物である。
　＜１６＞　二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートを含有する前記＜１５＞に記載
の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。
　＜１７＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して
得られる表面が平滑な防曇防汚層におけるヘキサデカン接触角が、１０°以下である前記
＜１５＞から＜１６＞のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。
　＜１８＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して
得られる表面が平滑な防曇防汚層における表面自由エネルギーが、３０ｍＪ／ｍ２以上６
５ｍＪ／ｍ２以下である前記＜１５＞から＜１７＞のいずれかに記載の活性エネルギー線
硬化性樹脂組成物である。
　＜１９＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して
得られる表面が平滑な防曇防汚層における水接触角が、３０°以上９０°以下である前記
＜１５＞から＜１８＞のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。
　＜２０＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して
得られる表面が平滑な防曇防汚層におけるマルテンス硬度が、２００Ｎ／ｍｍ２以上であ
る前記＜１５＞から＜１９＞のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物であ
る。
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　＜２１＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して
得られる表面が平滑な防曇防汚層における動摩擦係数が、０．９０以下である前記＜１５
＞から＜２０＞のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物である。
　＜２２＞　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を基材である鏡上に活性エネルギー
線により硬化して得られる表面が平滑な防曇防汚層における反射色相のｂ＊値が、５以下
である前記＜１５＞から＜２１＞のいずれかに記載の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物
である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、従来における前記諸問題を解決し、前記目的を達成することができ、
防汚性、防曇性、及び耐薬品性の全てに優れる防曇防汚積層体、及びその製造方法、前記
防曇防汚積層体を備える物品、並びに前記防曇防汚積層体の防曇防汚層の形成に適用可能
な活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の防曇防汚積層体の一例の概略断面図である。
【図２】図２は、本発明の防曇防汚積層体の他の一例の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（防曇防汚積層体）
　本発明の防曇防汚積層体は、基材と、防曇防汚層とを少なくとも有し、更に必要に応じ
て、プライマー層などのその他の部材を有する。
【００１０】
＜防曇防汚積層体の特徴＞
　前記防曇防汚積層体は、以下の特徴を兼ね備える。
　前記防曇防汚積層体は、表面が平滑な防曇防汚層を有する。
　前記防曇防汚層のヘキサデカン接触角は、１０°以下である。
　前記防曇防汚層が、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物である。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、親水性モノマーを含有する。
　前記防曇防汚積層体は、これらを兼ね備えることで、防汚性、防曇性、及び耐薬品性の
全てに優れる。
【００１１】
＜基材＞
　前記基材としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
樹脂製基材、無機製基材などが挙げられる。
　前記基材は、例えば、水廻りに使用される基材である。そのような基材が使用される水
廻り用機器としては、給水機能、排水機能、給排水機能などを備え、衛生に保たれること
が求められている機器であって、例えば、水洗便器、食器洗浄機、洗濯機、キッチンシン
ク、手洗器、洗面器、浴槽などが挙げられる。
【００１２】
＜＜無機製基材＞＞
　前記無機製基材としては、例えば、金属製基材、ガラス製基材、セラミックス製基材、
などが挙げられる。
【００１３】
　前記金属製基材の金属としては、例えば、銅、銅合金、亜鉛、鉄鋼などが挙げられる。
【００１４】
　前記ガラス製基材としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、ケイ酸ガラス（ケイ酸塩ガラス）、ソーダ石灰ガラス、カリガラスなどが挙げら
れる。
　また、前記ガラス製基材は、強化ガラス、合せガラス、耐熱ガラスなどであってもよい
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。
　前記ガラス製基材の形状は、通常、板状であるが、シート状、湾曲状等のどのような形
状であってもよい。
【００１５】
＜＜樹脂製基材＞＞
　前記樹脂製基材の材質としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
き、例えば、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）、ポリカーボネート（
ＰＣ）、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリプロピレ
ン（ＰＰ）、変性ポリフェニレンエーテル（ｍ－ＰＰＥ）、ＰＣ／ＡＢＳアロイなどが挙
げられる。
【００１６】
　前記基材の形状としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００１７】
　前記基材の表面（前記防曇防汚層側の表面）は、光沢を有していてもよい。
　また、前記基材の表面には、梨地模様、ヘアライン、スピン、ダイアカットが施されて
いてもよい。
　また、前記基材の表面には、メッキが施されていてもよい。前記メッキとしては、例え
ば、ニッケルメッキ、クロムメッキ、スズメッキ、スズ合金メッキ、亜鉛メッキ、銅メッ
キ、金メッキ、銀メッキなどが挙げられる。これらは、単層で設けてもよいし、複数層を
組み合わせて設けてもよい。
【００１８】
＜プライマー層＞
　前記防曇防汚層と前記基材との密着性を向上させるために、前記プライマー層を前記基
材と前記防曇防汚層との間に設けてもよい。
【００１９】
　前記プライマー層は、薄いと密着性向上効果が不十分であることから、前記プライマー
層の平均厚みは、０．５μｍ以上が好ましく、１μｍ～２０μｍがより好ましく、１μｍ
～１０μｍが更により好ましく、２μｍ～５μｍが特に好ましい。
　前記プライマー層の平均厚みが、前記好ましい範囲内であることで、高温蒸気（例えば
６０℃以上）、熱衝撃（例えば－２０℃から８０℃への急激な変化）、アルカリ性洗剤に
曝されても密着性が低下しにくく防曇防汚層の剥離を防止できる。
【００２０】
　平均厚みは、以下の方法により求められる。
　プライマー層の厚みは、フィルメトリクス株式会社製Ｆ２０膜厚測定システムで任意の
１０箇所で測定する。その平均値を平均膜厚とする。
【００２１】
　前記プライマー層は、例えば、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布することによ
り形成できる。即ち、前記プライマー層は、例えば、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物
が活性エネルギー線により硬化した硬化物である。前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成
物としては、例えば、ウレタン（メタ）アクリレートと、光重合開始剤とを少なくとも含
有し、更に必要に応じて、溶剤などのその他の成分を含有する活性エネルギー線硬化性樹
脂組成物などが挙げられる。
【００２２】
　前記ウレタン（メタ）アクリレートとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択
することができ、例えば、脂肪族ウレタン（メタ）アクリレート、芳香族ウレタン（メタ
）アクリレートなどが挙げられる。これらの中でも、脂肪族ウレタン（メタ）アクリレー
トが好ましい。
　前記光重合開始剤の具体例としては、例えば、後述する前記防曇防汚層の説明において
例示する前記光重合開始剤の具体例が挙げられる。
　前記溶剤の具体例としては、例えば、後述する前記防曇防汚層の説明において例示する
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前記溶剤の具体例が挙げられる。
【００２３】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、更に、３官能以上の（メタ）アクリレート
を含有することが好ましい。前記３官能以上の（メタ）アクリレートとしては、例えば、
ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパンエトキシトリ（メタ）アクリレート、グリセリン
エトキシトリ（メタ）アクリレート、グリセリンプロポキシトリ（メタ）アクリレート、
イソシアヌル酸エトキシトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ
）アクリレート、ペンタエリスリトールアルコキシテトラ（メタ）アクリレート、ジトリ
メチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ
）アクリレートなどが挙げられる。
　ここで、アルコキシとしては、例えば、エトキシ、プロポキシなどが挙げられる。
【００２４】
　前記塗布の方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例
えば、ワイヤーバーコーティング、ブレードコーティング、スピンコーティング、リバー
スロールコーティング、ダイコーティング、スプレーコーティング、ロールコーティング
、グラビアコーティング、マイクログラビアコーティング、リップコーティング、エアー
ナイフコーティング、カーテンコーティング、コンマコート法、ディッピング法などが挙
げられる。
【００２５】
＜防曇防汚層＞
　前記防曇防汚層のヘキサデカン接触角は、１０°以下である。
　前記防曇防汚層は、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物である。
　前記防曇防汚層は、表面が平滑である。ここで、表面が平滑であるとは、意図的に形成
された凸部又は凹部を表面に有さないことを意味する。例えば、前記防曇防汚積層体にお
いては、前記防曇防汚層を形成する際（前記硬化物を形成する際）に、物理的な加工によ
る微細な凸部又は凹部が表面に形成されていない。
　前記防曇防汚層が表面に微細な凸部又は凹部を有さないことで、マジックインキ、指紋
、汗、化粧品（ファンデーション、ＵＶプロテクターなど）等の水性汚れ及び／又は油性
汚れが付着し難い。また、例えそれらの汚れが付着した場合でもティッシュなどで容易に
除去できる。
【００２６】
　前記防曇防汚層の表面自由エネルギーは、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ２以下が好
ましい。
　前記防曇防汚層の水接触角は、３０°以上９０°以下が好ましい。
　前記防曇防汚層のマルテンス硬度は、２００Ｎ／ｍｍ２以上が好ましい。
　前記防曇防汚層の動摩擦係数は、０．９０以下が好ましい。
【００２７】
＜＜ヘキサデカン接触角＞＞
　前記ヘキサデカン接触角は、１０°以下であり、９°以下がより好ましく、８°以下が
特に好ましい。前記ヘキサデカン接触角の下限値としては、特に制限はなく、目的に応じ
て適宜選択することができ、例えば、前記ヘキサデカン接触角は、１°以上が好ましく、
３°以上がより好ましい。
【００２８】
　ヘキサデカン接触角は、例えば、協和界面化学株式会社製自動接触角計ＤＭ－５０１を
用い、下記の条件で測定する。
　ヘキサデカンの滴下量＝１μＬ
　測定温度＝２５℃
　ヘキサデカンを滴下して２０秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその
平均値をヘキサデカン接触角とする。



(9) JP 6529654 B1 2019.6.12

10

20

30

40

50

【００２９】
＜＜表面エネルギー＞＞
　前記防曇防汚層の表面エネルギーとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができるが、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ２以下が好ましく、３０ｍＪ／ｍ２

以上５５ｍＪ／ｍ２以下がより好ましく、３５Ｊ／ｍ２以上４５ｍＪ／ｍ２以下が特に好
ましい。
【００３０】
　前記表面エネルギーは、例えば、以下の方法で測定できる。
　前記表面エネルギーは協和界面化学株式会社製自動接触角計ＤＭ－５０１を用いて水と
ヘキサデカンの接触角を測定しＫａｅｌｂｌｅ－Ｕｙの方法で算出する。
＜＜＜水接触角＞＞＞
　水接触角は下記の条件で測定する。
　蒸留水の滴下量＝２μＬ
　測定温度＝２５℃
　水を滴下して５秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその平均値を水接
触角とする。
＜＜＜ヘキサデカン接触角＞＞＞
　ヘキサデカン接触角は下記の条件で測定する。
　ヘキサデカンの滴下量＝１μＬ
　測定温度＝２５℃
　ヘキサデカンを滴下して２０秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその
平均値をヘキサデカン接触角とする。
【００３１】
　Ｋａｅｌｂｌｅ－Ｕｙの理論式は、固体の表面エネルギーγを定量的に求める方法であ
る。
【００３２】
　Ｋａｅｌｂｌｅ－Ｕｙの理論式では、表面エネルギーγが分散成分γｄ、極性成分γｐ

からなると仮定し、トータル表面自由エネルギーγを下記式（１）で表す。
　　γ＝γｄ＋γｐ　　・・・式（１）
【００３３】
　また、液体の表面の表面エネルギーをγＬ、固体の表面エネルギーをγＳ、接触角をθ
で表すと、下記式（２）が成り立つ。
　　γＬ（１＋ｃｏｓθ）＝２√γＳ

ｄγＬ
ｄ＋２√γＳ

ｐγＬ
ｐ　　・・・式（２）

【００３４】
　したがって、γＬの成分が既知である液体を２種類用いてそれぞれの接触角θを測定し
、γＳ

ｄ、γＳ
ｐに関する連立方程式を解くことによりγＳが求められる。

【００３５】
＜＜水接触角＞＞
　前記水接触角としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、
３０°以上９０°以下が好ましく、４５°以上８５°以下がより好ましく、６０°以上７
５°以下が特に好ましい。
【００３６】
　水接触角は、例えば、協和界面化学株式会社製自動接触角計ＤＭ－５０１を用い、下記
の条件で測定する。
　蒸留水の滴下量＝２μＬ
　測定温度＝２５℃
　水を滴下して５秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその平均値を水接
触角とする。
【００３７】
＜＜マルテンス硬度＞＞
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　前記防曇防汚層のマルテンス硬度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができるが、２００Ｎ／ｍｍ２以上が好ましく、例えば、２００Ｎ／ｍｍ２以上３
００Ｎ／ｍｍ２以下である。
【００３８】
　前記防曇防汚層のマルテンス硬度は、例えば、以下の方法で測定できる。
　前記防曇防汚積層体における前記防曇防汚層のマルテンス硬度はフィッシャー・インス
トルメンツ社製ＰＩＣＯＤＥＮＴＯＲ　ＨＭ５００を用いて下記の条件で測定する。
　荷重＝１ｍＮ／２０ｓ
　針＝面角１３６°のダイアモンド錐体
　任意の１０か所で測定しその平均値をマルテンス硬度とする。
【００３９】
＜＜動摩擦係数＞＞
　前記防曇防汚層の動摩擦係数としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができるが、０．９０以下が好ましく、例えば、０．１０以上０．４０以下、０．１５
以上０．３０以下などが挙げられる。
【００４０】
　前記防曇防汚層の動摩擦係数は、例えば、以下の方法で測定できる。
　協和界面科学株式会社製Ｔｒｉｂｏｓｔｅｒ　ＴＳ５０１を用いて測定する。面接触子
に旭化成株式会社製ＢＥＭＣＯＴ（登録商標）　Ｍ－３ＩＩを両面テープで貼り付け測定
荷重５０ｇ／ｃｍ２、測定速度１．７ｍｍ／ｓ、測定距離２０ｍｍとして１２回測定しそ
の平均値を動摩擦係数とする。
【００４１】
　前記防曇防汚層において、前記マルテンス硬度が２００Ｎ／ｍｍ２以上、かつ前記動摩
擦係数が０．４０以下であると、前記防曇防汚層が傷つきにくい。そのため、長期間繰り
返し清掃しても傷や跡がつきにくく防汚性、及び外観が変わらず耐久性が高い。その結果
、耐傷性が優れるとともに、毛染め剤の汚れも固着しにくい。
【００４２】
＜＜活性エネルギー線硬化性樹脂組成物＞＞
　前記防曇防汚層は、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の硬化物である。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、親水性モノマーを含有する。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、撥水性モノマーを含有しないことが好まし
い。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、二官能以上のウレタン（メタ）アクリレー
トを含有することが好ましい。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、架橋剤を含有することが好ましい。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、重合開始剤、溶剤などを含有していてもよ
い。
【００４３】
＜＜＜親水性モノマー＞＞＞
　前記親水性モノマーは、親水性基と、（メタ）アクリロイル基とを有する。
　前記親水性基としては、例えば、ポリエーテル基、水酸基、アミド基などが挙げられる
。前記アミド基とは、－ＣＯ－ＮＨ－基を指す。そのため、モノマー中に、－Ｏ－ＣＯ－
ＮＨ－基を有している場合も、親水性モノマーに該当する。
【００４４】
　前記ポリエーテル基における前記ポリエーテルとしては、例えば、ポリアルキレングリ
コール、ポリアルキレンオキサイド、ポリアルキレンアルキルフェニルエーテル、ポリフ
ェニレンオキサイド、ポリスルホン、塩素化ポリエーテルなどが挙げられる。
　前記ポリエーテルにおけるアルキレン基の炭素数としては、１以上１２以下が好ましく
、１以上６以下がより好ましい。具体的にはたとえばメチレン（炭素数１）、１，２－エ
チレン（炭素数２）、１，３－プロピレン（炭素数３）、１，２－プロピレン（炭素数３
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）、１，４－ブチレン（炭素数４）などが挙げられ、前記ポリエーテルにおけるアルキレ
ン基は、これらの２種類以上で構成されてもよい。
【００４５】
　前記親水性モノマーは、市販品であってもよい。前記市販品としては、例えば、ＢＹＫ
社製ＵＶ－３５３５〔（メタ）アクリロイル基を有するポリエーテル（ＵＶ反応性基含有
変性ポリエーテル）〕、株式会社ネオス製フタージェント６０２Ａ、６８１などが挙げら
れる。
　なお、株式会社ネオス製フタージェント６８１は、水酸基、及びアミド基を有し、一般
的に、含フッ素基、親水性基／親油性基、及びＵＶ反応性基含有オリゴマーと説明される
。
【００４６】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、前記親水性モノマーを含有することで、耐
薬品性に優れアルカリ性洗剤を使用しても変質が抑えられまた（メタ）アクリレート基を
含むことでＵＶ硬化で表面に固定され繰り返し清掃しても機能を維持し視認性、外観、清
潔を長く保つことができる。
【００４７】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記親水性モノマーの含有量としては
、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、前記活性エネルギー線硬
化性樹脂組成物の不揮発分に対して、０質量％超１０質量％以下が好ましく、０．００１
質量％以上１０質量％以下がより好ましく、０．００１質量％以上５．０質量％以下が更
により好ましく、０．０１質量％以上５．０質量％以下が非常により好ましく、０．０１
質量％以上３．０質量％以下が特に好ましい。前記含有量が、０．００１質量％未満であ
ると、防汚性が不十分となったり、膜厚の面内ばらつきが大きくなり干渉ムラで外観を損
なうことがある。前記含有量が、１０質量％を超えると、硬化物の硬度が不十分となるこ
とがある。
【００４８】
＜＜＜二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート＞＞＞
　前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、脂肪族ウレタン（
メタ）アクリレート、芳香族ウレタン（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
　前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートは、例えば、ポリシロキサン由来の構
造を有さない。
【００４９】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が、前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリ
レートを含有することで、前記硬化物に硬さを付与するとともに、前記防曇防汚層が着色
料により汚染されることを防止できる。
【００５０】
　前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートとは、一分子中にウレタン結合と２つ
以上の（メタ）アクリロイル基とを有する材料のことをいい、かかる材料を特に制限なく
用いることができる。
【００５１】
　前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートは、例えば、少なくとも２つの（メタ
）アクリロイル基を有するヒドロキシ化合物とイソシアネートとの反応によって得られる
。
　前記イソシアネートとしては、例えば、ポリイソシアネートが挙げられる。
【００５２】
　前記脂肪族ウレタン（メタ）アクリレートは、例えば、少なくとも２つの（メタ）アク
リロイル基を有するヒドロキシ化合物と脂肪族イソシアネートとの反応によって得られる
。前記脂肪族イソシアネートとしては、例えば、脂肪族ジイソシアネート、脂肪族トリイ
ソシアネートなどが挙げられる。
　前記芳香族ウレタン（メタ）アクリレートは、例えば、少なくとも２つの（メタ）アク
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リロイル基を有するヒドロキシ化合物と芳香族イソシアネートとの反応によって得られる
。前記芳香族イソシアネートとしては、例えば、芳香族ジイソシアネート、芳香族トリイ
ソシアネートなどが挙げられる。
【００５３】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における、前記二官能以上のウレタン（メタ）
アクリレートの含有量は、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物中の不揮発分に対して
、４０質量％以上９５質量％以下が好ましい。
【００５４】
＜＜＜架橋剤＞＞＞
　前記架橋剤は、二官能以上の（メタ）アクリレートである。
　前記架橋剤は、アクリル当量が４００未満である。
　前記架橋剤は、前記親水性モノマー、前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート
、及び前記撥水性モノマーとは異なる。
　前記架橋剤は、フッ素及びケイ素を有しない。
　アクリル当量とは、（メタ）アクリル基１ｍｏｌあたりのモノマー質量であり、モノマ
ーの分子量を、当該モノマー１分子当りの（メタ）アクリル基〔（メタ）アクリロイル基
ともいう〕の数で除して得られる。
【００５５】
　ここで、前記架橋剤の一例と、それらのアクリル当量を以下に挙げる。
【００５６】
【表１】

【００５７】
　表１に記載の架橋剤の詳細は以下の通りである。
　・Ａ－ＴＭＭ－３：ペンタエリスリトールトリアクリレート（トリエステル３７％）、
新中村化学工業株式会社製
　・Ａ－ＴＭＰＴ：トリメチロールプロパントリアクリレート、新中村化学工業株式会社
製
　・Ａ－ＴＭＭＴ：ンタエリスリトールテトラアクリレート、新中村化学工業株式会社製
　・Ａ－ＤＰＨ：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、新中村化学工業株式会社
製
　・Ａ－ＧＬＹ－９Ｅ：エトキシ化グリセリントリアクリレート（ＥＯ９ｍｏｌ）、新中
村化学工業株式会社製
　・ＥＢＥＣＲＹＬ４０：ダイセルオルネクス株式会社製、ペンタエリスリトールアルコ
キシテトラアクリレート
　・Ａ－ＤＣＰ：トリシクロデカンジメタノールジアクリレート、新中村化学工業株式会
社製
【００５８】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における、前記架橋剤の含有量としては、特に
制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、前記活性エネルギー線硬化性樹
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脂組成物中の不揮発分に対して、５質量％以上６０質量％以下が好ましく、１５質量％以
上５０質量％以下がより好ましい。
【００５９】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における、前記二官能以上のウレタン（メタ）
アクリレートと前記架橋剤との合計の含有量としては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができるが、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物中の不揮発分に対し
て、７０質量％以上９９質量％以下が好ましく、８０質量％以上９８質量％以下がより好
ましく、９０質量％以上９７質量％以下が特に好ましい。
【００６０】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における、前記二官能以上のウレタン（メタ）
アクリレートと前記架橋剤との合計の含有量としては、特に制限はなく、目的に応じて適
宜選択することができるが、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物中のモノマー全量に
対して、７５質量％以上１００質量％未満が好ましく、８５質量％以上９９．９９９質量
％以下がより好ましく、９５質量％以上９９．９９質量％以下が特に好ましい。
　ただし、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物中のモノマー全量は１００質量％を超
えない。
【００６１】
＜＜＜撥水性モノマー＞＞＞
　前記撥水性モノマーは、撥水性分子構造を有する。本発明における撥水性分子構造とし
ては、フッ素又はケイ素を有する構造が挙げられ、例えば、フルオロアルキル構造、パー
フルオロポリエーテル構造、ジメチルシロキサン構造などが挙げられる。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が前記撥水性モノマーを含有すると、前記防曇
防汚層のヘキサデカン接触角を１０°以下にすることが困難になる。
　なお、ポリシロキサン由来の構造を有する二官能以上のウレタン（メタ）アクレートは
、前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート及び前記撥水性モノマーのうち、前記
撥水性モノマーに属する。
【００６２】
　ここで、前記親水性モノマーは、親水性基と、（メタ）アクリロイル基とを有するが、
前記親水性モノマーにも、前記撥水性モノマーにも該当する場合、本発明においては、前
記親水性モノマーに属する。
　例えば、フタージェント６８１（株式会社ネオス製、含フッ素基、親水性基／親油性基
、及びＵＶ反応性基含有オリゴマー）は、本発明においては、前記撥水性モノマーではな
く、前記親水性モノマーに属する。
【００６３】
　また、前記撥水性モノマーは、例えば、（メタ）アクリレートである。即ち、前記撥水
性モノマーは、例えば、撥水性分子構造を有する（メタ）アクリレートである。
【００６４】
　前記撥水性モノマーとしては、パーフルオロポリエーテル基を含有する（メタ）アクリ
レートが好ましく、パーフルオロポリエーテル基として、－（Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２）－、－
（Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２）－、又は－（Ｏ－ＣＦ２Ｃ（ＣＦ３）Ｆ）－の繰り返し構造
を含む化合物が好ましい。
【００６５】
　前記撥水性モノマーの市販品としては、例えば、ＢＹＫ社製のＢＹＫ－ＵＶ３５００、
関東電化工業株式会社製のエフクリアＫＤ３５１０ＵＶ、ダイセル・オルネクス株式会社
製のＥＢＥＣＲＹＬ　８１１０、ダイキン工業株式会社製ＤＡＣ－ＨＰ、ソルベイスペシ
ャルティポリマーズ社製フルオロリンクＡＤ１７００、ソルベイスペシャルティポリマー
ズ社製フルオロリンクＭＤ７００、サートマー社製ＣＮ４０００、信越化学工業株式会社
製ＫＹ－１２０３などが挙げられる。
【００６６】
＜＜＜光重合開始剤＞＞＞
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　前記光重合開始剤としては、例えば、光ラジカル重合開始剤、光酸発生剤、ビスアジド
化合物、ヘキサメトキシメチルメラミン、テトラメトキシグリコユリルなどが挙げられる
。
　前記光ラジカル重合開始剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができ、例えば、以下の化合物が挙げられる。
　・１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン
　・２－ヒロドキシ－１－｛４－［４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）
－ベンジル］フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン
　・２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン
　・２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－オン
　・１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル
－１－プロパン－１－オン
　・オキシフェニル酢酸、２－［２－オキソ－２－フェニルアセトキシエトキシ］エチル
エステルと、オキシフェニル酢酸、２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチルエステルの混
合物
　・２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキサイド
　・２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン－１－オ
ン
　・エタノン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール
－３－イル］－，１－（Ｏ－アセチルオキシム）
【００６７】
　前記光重合開始剤は、外観における黄変を防止する点から、構成元素に窒素原子を含ま
ないことが好ましい。
　他方、前記光重合開始剤は、外観における黄変を防止する点から、Ｃ、Ｈ、及びＯのみ
を構成元素とするか、又はＣ、Ｈ、Ｐ、及びＯのみを構成元素とすることが好ましい。
【００６８】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記光重合開始剤の含有量としては、
特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、前記活性エネルギー線硬化
性樹脂組成物の不揮発分に対して、０．１質量％以上１０質量％以下が好ましく、０．１
質量％以上５質量％以下がより好ましく、１質量％以上５質量％以下が特に好ましい。
【００６９】
＜＜＜溶剤＞＞＞
　前記溶剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、
有機溶剤が挙げられる。
　前記有機溶剤としては、例えば、芳香族系溶媒、アルコール系溶媒、エステル系溶媒、
ケトン系溶媒、グリコールエーテル系溶媒、グリコールエーテルエステル系溶媒、塩素系
溶媒、エーテル系溶媒、Ｎ－メチルピロリドン、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホ
キシド、ジメチルアセトアミドなどが挙げられる。
【００７０】
　前記溶剤としては、より良好な外観の防曇防汚層を得る観点から、沸点が８０℃以上の
溶剤が好ましい。
　沸点が８０℃以上の溶剤としては、例えば、プロピレングリコールモノメチルエーテル
などが挙げられる。
【００７１】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記溶剤の含有量としては、特に制限
はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００７２】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、活性エネルギー線が照射されることにより
硬化する。前記活性エネルギー線としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、例えば、電子線、紫外線、赤外線、レーザー光線、可視光線、電離放射線（
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Ｘ線、α線、β線、γ線等）、マイクロ波、高周波などが挙げられる。
【００７３】
＜＜平均厚み＞＞
　前記防曇防汚層の平均厚みとしては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択すること
ができるが、１μｍ以上が好ましく、１μｍ以上１５μｍ以下がより好ましい。
【００７４】
　平均厚みは、以下の方法により求められる。
　防曇防汚層の厚みは、フィルメトリクス株式会社製Ｆ２０膜厚測定システムで任意の１
０箇所で測定する。その平均値を平均膜厚とする。
【００７５】
　前記防曇防汚積層体は、前記基材が鏡であり、反射色相のｂ＊値が５以下であることが
好ましい。前記反射色相のｂ＊値は、例えば、以下の方法により測定することができる。
　５°正反射率スペクトルを株式会社日立ハイテクサイエンス製紫外可視近赤外分光光度
計ＵＨ４１５０で３４０ｎｍから８００ｎｍの範囲で測定し、反射ｂ＊値を算出する。
【００７６】
　ここで、前記防曇防汚積層体の一例を説明する。
　図１は、本発明の防曇防汚積層体の一例の概略断面図である。
　図１の防曇防汚積層体は、基材１と、防曇防汚層３とを有する。
　図２は、本発明の防曇防汚積層体の他の一例の概略断面図である。
　図２の防曇防汚積層体は、基材１と、プライマー層２と、防曇防汚層３とを有する。
【００７７】
（防曇防汚積層体の製造方法）
　本発明の防曇防汚積層体の製造方法は、防曇防汚層形成工程を少なくとも含み、好まし
くは、プライマー層形成工程を含み、更に必要に応じて、その他の工程を含む。
【００７８】
　前記防曇防汚積層体の製造方法は、本発明の前記防曇防汚積層体の好適な製造方法であ
る。
【００７９】
＜プライマー層形成工程＞
　前記プライマー層形成工程としては、前記プライマー層を形成する工程であれば、特に
制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前記基材上に、プライマー
層形成用活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を塗布し、紫外線照射を行って前記プライマ
ー層を形成する工程などが挙げられる。
【００８０】
＜防曇防汚層形成工程＞
　前記防曇防汚層形成工程としては、前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物から形成さ
れる未硬化層に対して、酸素濃度０．１体積％未満の雰囲気下で紫外線照射を行い、前記
防曇防汚層を形成する工程であれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
できる。
　前記防曇防汚層を形成する際に、酸素濃度０．１体積％未満の雰囲気下で紫外線照射を
行うことで、硬化性が優れる結果、低い動摩擦係数の防曇防汚層が得られる。
　前記酸素濃度０．１体積％未満の雰囲気としては、例えば、窒素雰囲気などの不活性ガ
ス雰囲気が挙げられる。
【００８１】
（活性エネルギー線硬化性樹脂組成物）
　本発明の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、親水性モノマーを少なくとも含有し、
好ましくは二官能以上のウレタン（メタ）アクリレートを含有し、更に必要に応じて、架
橋剤、重合開始剤、溶剤などのその他の成分を含有する。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物は、撥水性モノマーを含有しない。
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物における前記親水性モノマーの含有量は、前記
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活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の不揮発分に対して、０質量％超１０質量％以下であ
る。
【００８２】
　前記親水性モノマー、前記二官能以上のウレタン（メタ）アクリレート、前記架橋剤、
前記撥水性モノマー、前記光重合開始剤、及び前記溶剤の詳細は、前記防曇防汚積層体の
前記防曇防汚層の説明における前記親水性モノマー、前記二官能以上のウレタン（メタ）
アクリレート、前記架橋剤、前記撥水性モノマー、前記光重合開始剤、及び前記溶剤の詳
細と同じであり、好ましい態様も同じである。
【００８３】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層におけるヘキサデカン接触角は、１０°以下であることが好ましい
。
　前記ヘキサデカン接触角の詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の
前記防曇防汚層の前記ヘキサデカン接触角の詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８４】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における表面自由エネルギーは、３０ｍＪ／ｍ２以上６５ｍＪ／ｍ
２以下であることが好ましい。
　前記表面自由エネルギーの詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の
前記防曇防汚層の前記表面自由エネルギーの詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８５】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における水接触角は、３０°以上９０°以下であることが好ましい
。
　前記水接触角の詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の前記防曇防
汚層の前記水接触角の詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８６】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層におけるマルテンス硬度は、２００Ｎ／ｍｍ２以上であることが好
ましい。
　前記マルテンス硬度の詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の前記
防曇防汚層の前記マルテンス硬度の詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８７】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を活性エネルギー線により硬化して得られる表
面が平滑な防曇防汚層における動摩擦係数は、０．９０以下であることが好ましい。
　前記動摩擦係数の詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の前記防曇
防汚層の前記動摩擦係数の詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８８】
　前記活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を基材である鏡上に活性エネルギー線により硬
化して得られる表面が平滑な防曇防汚層における反射色相のｂ＊値は、５以下であること
が好ましい。
　前記反射色相のｂ＊値の詳細、及び好ましい態様は、本発明の前記防曇防汚積層体の前
記防曇防汚層の前記反射色相のｂ＊値の詳細、及び好ましい態様と同じである。
【００８９】
（物品）
　本発明の物品は、本発明の前記防曇防汚積層体を有し、更に必要に応じて、その他の部
材を有する。
　前記物品としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、本発
明の前記防曇防汚積層体がその効果を発揮できる水廻り機器であることが好ましい。前記
水廻り機器としては、給水機能、排水機能、給排水機能などを備え、衛生に保たれること
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が求められている機器であって、例えば、水洗便器、食器洗浄機、洗濯機、キッチンシン
ク、手洗器、洗面器、浴槽などが挙げられる。
【００９０】
　前記防曇防汚積層体は、水廻り用物品の一部に形成されていてもよいし、全面に形成さ
れていてもよい。
【００９１】
（防曇方法）
＜防曇方法（その１）＞
　本発明の防曇方法の一態様は、本発明の前記防曇防汚積層体を常温以上に加温すること
により、前記防曇防汚層の防曇性を向上させる防曇方法である。
【００９２】
　前記防曇防汚層を常温以上に加温することで防曇性が向上し、前記防曇防汚層の曇りを
一定時間以上防ぐことができる。
　加温することにより防曇性が向上する理由は、加温により防曇防汚層表面への結露が抑
制され水分が効率的に繰り返し吸収放出されるためと考えられる。
【００９３】
　加温の方法としては、例えば、雰囲気を３０℃以上に保つ方法、３０℃以上のお湯を防
曇防汚層にかける方法などが挙げられる。
【００９４】
＜防曇方法（その２）＞
　本発明の防曇方法の他の一態様は、本発明の防曇防汚積層体の前記防曇防汚層を清掃す
ることにより、前記防曇防汚層の防曇性を維持させる防曇方法である。
【００９５】
　前記防曇防汚層の表面に水垢や油汚れが付着すると防曇性が低下する。そこで、前記防
曇防汚層を清掃することにより、前記防曇防汚層の防曇性を維持させることができる。
【００９６】
　清掃の方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例えば
、スポンジで払拭することなどが挙げられる。前記スポンジとしては、例えば、市販のウ
レタンスポンジやメラミンスポンジなどが挙げられる。前記スポンジを用いて払拭する際
は、前記スポンジを水道水で湿らせてもよいし、前記スポンジに、洗剤（例えば、市販の
中性洗剤、アルカリ性洗剤、酸性洗剤）を付与してもよい。
【実施例】
【００９７】
　以下、本発明の実施例を説明するが、本発明は、これらの実施例に何ら限定されるもの
ではない。
【００９８】
＜平均厚み＞
　防曇防汚層、及びプライマー層それぞれの膜厚を、フィルメトリクス株式会社製Ｆ２０
膜厚測定システムで任意の１０箇所で測定した。その平均値をそれぞれの平均膜厚とした
。
【００９９】
＜密着性＞
　ＪＩＳ　Ｋ５４００に準拠してクロスカット試験を行った。１００マス中剥がれずに残
った数を数えた。
　剥がれない（１００マス中１００マス残る）場合を、「１００／１００」と表し、すべ
て剥がれる（１００マス中１マスも残らない）場合を、「０／１００」と表す。
【０１００】
＜表面エネルギー＞
　表面エネルギーは協和界面化学株式会社製自動接触角計ＤＭ－５０１を用いて水とヘキ
サデカンの接触角を測定しＫａｅｌｂｌｅ－Ｕｙの方法で算出した。
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＜＜水接触角＞＞
　水接触角は下記の条件で測定した。
　蒸留水の滴下量＝２μＬ
　測定温度＝２５℃
　水を滴下して５秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその平均値を水接
触角とした。
＜＜ヘキサデカン接触角＞＞
　ヘキサデカン接触角は下記の条件で測定した。
　ヘキサデカンの滴下量＝１μＬ
　測定温度＝２５℃
　ヘキサデカンを滴下して２０秒経過後の接触角を試験片の任意の１０か所で測定しその
平均値をヘキサデカン接触角とした。
【０１０１】
＜マルテンス硬度＞
　試験片のマルテンス硬度はフィッシャー・インストルメンツ社製ＰＩＣＯＤＥＮＴＯＲ
　ＨＭ５００を用いて下記の条件で測定した。
　荷重＝１ｍＮ／２０ｓ
　針＝面角１３６°のダイアモンド錐体
　任意の１０か所で測定しその平均値をマルテンス硬度とした。
【０１０２】
＜動摩擦係数＞
　協和界面科学株式会社製Ｔｒｉｂｏｓｔｅｒ　ＴＳ５０１を用いて測定した。面接触子
に旭化成株式会社製ＢＥＭＣＯＴ（登録商標）　Ｍ－３ＩＩを両面テープで貼り付け測定
荷重５０ｇ／ｃｍ２、測定速度１．７ｍｍ／ｓ、測定距離２０ｍｍとして１２回測定しそ
の平均値を動摩擦係数とした。
【０１０３】
＜シャワー後の視認性＞
　鏡の場合においては立てかけた試験片にシャワーのお湯を３秒間かけてのち目視で観察
して下記の評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：視認性は良好であった。
　×：水滴がたくさん残り視認性を邪魔した。
【０１０４】
＜水垢の除去性＞
　試験片に水道水を噴霧して５０℃で乾燥させる工程を６０回繰り返した。水で湿らせた
ウレタンスポンジ（３Ｍ社製スコッチ・ブライト抗菌ウレタンスポンジたわしＳ－２１Ｋ
Ｓの黄色側）で乾拭きしたのち目視で観察して下記の評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：水垢をきれいに除去できた。傷もなかった。
　×：水垢が残っていたり傷がついていた。
【０１０５】
＜耐傷性＞
　試験片を水で湿らせたウレタンスポンジ（３Ｍ社製スコッチ・ブライト抗菌ウレタンス
ポンジたわしＳ－２１ＫＳの黄色側）で荷重３００ｇｆ／ｃｍ２、１５，０００往復払拭
後目視で観察して下記の評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：異常がなかった。
　×：傷ついてしまった。
【０１０６】
＜耐アルカリ性＞
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　試験片にカビ取り剤（ジョンソン株式会社製カビキラー）を塗布して２４時間放置した
。水洗いした後、きれいな布で拭き表面自由エネルギー、動摩擦係数を評価した。また外
観、水垢の除去性を下記の評価基準で評価した。
〔外観の評価基準〕
　○：異常なかった。
　×：傷ついたり膜がはがれた。
〔水垢の除去性の評価基準〕
　○：水垢をきれいに除去できた。傷もなかった。
　×：水垢が残っていたり傷がついていた。
【０１０７】
＜耐毛染め剤性＞
　試験片にホーユー株式会社製メンズビゲンスピーディーＩＩＳを塗布して２４時間放置
した。水洗いした後、きれいな布で拭き目視で観察して下記の評価基準で評価した。
〔評価基準〕
　○：異常がなかった。
　×：色が染まってしまった。
【０１０８】
＜反射色相＞
　鏡の場合においては試験片の５°正反射率スペクトルを株式会社日立ハイテクサイエン
ス製紫外可視近赤外分光光度計ＵＨ４１５０で３４０ｎｍから８００ｎｍの範囲で測定し
、反射ａ＊と反射ｂ＊を算出した。
【０１０９】
（実施例１）
＜水廻り用基材＞
　水廻り用基材には、浴室に使う鏡（フロート板ガラスに銀を成膜した鏡、平均厚み５ｍ
ｍ、基材Ｎｏ．Ａ）を用いた。
【０１１０】
＜プライマー樹脂層の形成＞
　表２－１に示した組成の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を乾燥及び硬化後の平均厚
みが４μｍとなるように水廻り用基材上に塗布した。塗布後、８０℃のオーブンで２分間
乾燥させた。メタルハライドランプを用いて、空気雰囲気下、照射量５００ｍＪ／ｃｍ２

で紫外線を照射してプライマー樹脂層を形成した。
【０１１１】
＜防曇防汚層の形成＞
　表２－１に示した組成の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を乾燥及び硬化後の平均厚
みが４μｍとなるようにプライマー樹脂層上に塗布した。塗布後、８０℃のオーブンで２
分間乾燥させた。メタルハライドランプを用いて、窒素雰囲気（酸素濃度１．０体積％未
満）下、照射量５００ｍＪ／ｃｍ２で紫外線を照射して防曇防汚層を硬化させ防曇防汚積
層体を得た。
【０１１２】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１１３】
（実施例２）
　実施例１において、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成と、各層の膜厚とを表２
－１に示したとおりにした以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１１４】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１１５】
（実施例３）
　実施例１において、水廻り用基材を、水洗金具に使うニッケルクロムメッキ処理したＡ
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ＢＳ板（厚み＝３ｍｍ）（基材Ｎｏ．Ｂ）に変えた。
　更に、実施例１において、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成を表２－１に示し
たとおりに変更した。
　上記以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１１６】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１１７】
（実施例４）
　実施例１において、水廻り用基材を、浴室ドア面材に使うＰＭＭＡ板（厚み＝３ｍｍ）
（基材Ｎｏ．Ｃ）に変えた。
　更に、実施例１において、プライマー樹脂層を形成せず、かつ防曇防汚層形成のための
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成、及び防曇防汚層の膜厚を表２－１に示したと
おりに変更した。
　上記以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１１８】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１１９】
（実施例５）
　実施例１において、水廻り用基材を、便座部材に使うｍ－ＰＰＥ板（厚み＝３ｍｍ）（
基材Ｎｏ．Ｄ）に変えた。
　更に、実施例１において、プライマー樹脂層を形成せず、かつ防曇防汚層形成のための
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成、及び防曇防汚層の膜厚を表２－１に示したと
おりに変更した。
　上記以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１２０】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１２１】
（実施例６）
　実施例１において、水廻り用基材を、便座部材に使うｍ－ＰＰＥ板（厚み＝３ｍｍ）（
基材Ｎｏ．Ｅ）に変えた。
　更に、実施例１において、プライマー樹脂層を形成せず、かつ防曇防汚層形成のための
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成、及び防曇防汚層の膜厚を表２－１に示したと
おりに変更した。
　上記以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１２２】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－１に示した。
【０１２３】
（比較例１～２）
　実施例１において、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物の組成を表２－２に示したとお
りに変更した以外は、実施例１と同様にして、防曇防汚積層体を得た。
【０１２４】
　作製した防曇防汚積層体を前述の評価に供した。結果を表２－２に示した。
【０１２５】
（比較例３）
　実施例１で使用した浴室に使う鏡（フロート板ガラスに銀を成膜した鏡、平均厚み５ｍ
ｍ）（基材Ｎｏ．Ａ）をプライマー層及び防曇防汚層を形成せずに評価した。結果を表２
－２に示した。
【０１２６】
（比較例４）
　浴室で使うＤＬＣがコートされた鏡（厚み＝５ｍｍ）（Ｎｏ．Ｆ）を評価した。結果を
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表２－３に示した。
【０１２７】
（比較例５）
　浴室で使うフッ素含有シランカップリング剤がコートされた鏡（厚み＝５ｍｍ）（Ｎｏ
．Ｇ）を評価した。結果を表２－３に示した。
【０１２８】
（比較例６）
　浴室で使う金属酸化物フィラーがコートされた鏡（厚み＝５ｍｍ）（Ｎｏ．Ｈ）を評価
した。結果を表２－３に示した。
【０１２９】
（比較例７）
　実施例２で使用した水洗金具のニッケルクロムメッキ処理したＡＢＳ板（厚み＝３ｍｍ
）（基材Ｎｏ．Ｂ）をプライマー層及び防曇防汚層を形成せずに評価した。結果を表２－
３に示した。
【０１３０】
（比較例８）
　洗面もしくは浴室で使う親水性樹脂がコートされたＰＥＴフィルム（Ｎｏ．Ｉ）を評価
した。結果を表２－３に示した。
【０１３１】
（比較例９）
　洗面もしくは浴室で使う吸水性樹脂がコートされたＰＥＴフィルム（Ｎｏ．Ｊ）を評価
した。結果を表２－３に示した。
【０１３２】
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【表２－１】

【０１３３】
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【表２－２】

【０１３４】
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【表２－３】

【０１３５】
　基材の詳細は、以下の通りである。
　・水廻り用基材Ｎｏ．Ａ：フロート板ガラスに銀を成膜した鏡、平均厚み５ｍｍ
　・水廻り用基材Ｎｏ．Ｂ：水洗金具に使うニッケルクロムメッキ処理したＡＢＳ板（厚
み＝３ｍｍ）
　　　（ＡＢＳ：アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン共重合樹脂）
　・水廻り用基材Ｎｏ．Ｃ：浴室ドア面材に使うＰＭＭＡ板（厚み＝３ｍｍ）
　　　（ＰＭＭＡ：ポリメチルメタクリレート）
　・水廻り用基材Ｎｏ．Ｄ：便座部材に使うｍ－ＰＰＥ板（厚み＝３ｍｍ）
　　　（ｍ－ＰＰＥ：変性ポリフェニレンエーテル）
　・水廻り用基材Ｎｏ．Ｅ：便座部材に使うＡＢＳ板（厚み＝３ｍｍ）
【０１３６】
　比較例で評価した鏡等の詳細は、以下の通りである。
　・Ｎｏ．Ｆ：浴室で使うＤＬＣがコートされた鏡（厚み＝５ｍｍ）
　・Ｎｏ．Ｇ：浴室で使うフッ素含有シランカップリング剤がコートされた鏡（厚み＝５
ｍｍ）
　・Ｎｏ．Ｈ：浴室で使う金属酸化物フィラーがコートされた鏡（厚み＝５ｍｍ）
　・Ｎｏ．Ｉ：洗面もしくは浴室で使う親水性樹脂がコートされたＰＥＴフィルム
　・Ｎｏ．Ｊ：洗面もしくは浴室で使う吸水性樹脂がコートされたＰＥＴフィルム
【０１３７】
　表２－１～表２－２に記載の材料の詳細は以下の通りである。
【０１３８】
＜防曇防汚層材料＞
＜＜親水性モノマー＞＞
　・ＢＹＫ－ＵＶ３５３５：ＵＶ反応性基含有変性ポリエーテル、シリコンフリー、ＢＹ
Ｋ社製
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　・フタージェント６８１：含フッ素基、親水性基／親油性基、及びＵＶ反応性基含有オ
リゴマー、株式会社ネオス製
＜＜撥水性モノマー＞＞
　・エフクリアＫＤ３５１０ＵＶ：含フッ素基、ＵＶ反応性基含有化合物、関東電化工業
株式会社製
　・ＥＢＥＣＲＹＬ　８１１０：含フッ素基、ＵＶ反応性基含有化合物、ダイセル・オル
ネクス株式会社製
＜＜二官能以上のウレタンアクリレート＞＞
　・ＫＲＭ８２００：脂肪族ウレタンアクリレート、ダイセル・オルネクス株式会社製
　・ＭＵ９５００：脂肪族ウレタンアクリレート、Ｍｉｗｏｎ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ社製
　・Ｍｉｒａｍｅｒ　ＰＵ６１０：脂肪族ウレタンアクリレート、Ｍｉｗｏｎ　Ｓｐｅｃ
ｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社製
　・ＣＮ９７５：芳香族ウレタンアクリレート、サートマー社製
＜＜架橋剤＞＞
　・Ａ－ＤＰＨ：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、新中村化学工業株式会社
製
　・Ａ－ＴＭＭ－３：ペンタエリスリトールトリアクリレート（トリエステル３７％）、
新中村化学工業株式会社製
　・Ａ－ＤＣＰ：トリシクロデカンジメタノールジアクリレート、新中村化学工業株式会
社製
＜＜光開始剤＞＞
　・Ｉｒｇａｃｕｒｅ　１８４：ＢＡＳＦ社製
＜＜溶媒＞＞
　・ＰＧＭＥ：プロピレングリコールモノメチルエーテル
【０１３９】
＜プライマー樹脂層材料＞
＜＜ウレタンアクリレート＞＞
　・ＵＴ５１８１：日本合成株式会社製
＜＜ＰＥＴＡ＞＞
　・Ａ－ＴＭＭ－３Ｌ：新中村化学工業株式会社製、ペンタエリスリトールトリアクリレ
ート（トリエステル約５５％）
【０１４０】
　実施例１～６の防曇防汚積層体は、防曇性（シャワー後の視認性）、防汚性（水垢の除
去性）、耐薬品性（耐アルカリ性、耐毛染め剤性）の全てに優れていた。更に、耐傷性に
も優れていた。
【０１４１】
　一方、比較例１～２では、防曇性（シャワー後の視認性）、耐薬品性（耐アルカリ性）
が劣っていた。
　比較例３では、防汚性（水垢の除去性）、耐薬品性（耐アルカリ性）が劣っていた。
　比較例４では、耐薬品性（耐アルカリ性）が劣っていた。
　比較例５では、防曇性（シャワー後の視認性）、耐薬品性（耐アルカリ性）が劣ってい
た。
　比較例６～８では、防汚性（水垢の除去性）、耐薬品性（耐アルカリ性）が劣っていた
。
　比較例９では、防汚性（水垢の除去性）、耐薬品性（耐アルカリ性、耐毛染め剤性）が
劣っていた。
【産業上の利用可能性】
【０１４２】
　本発明の防曇防汚積層体は、水廻り（洗面室、浴室、キッチン、便所、厨房、食品工場
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、など）機器である水洗便器、便座部材（便座、便蓋、ノズル、ノズルカバー）、食器洗
浄機、洗濯機、キッチンシンク、キッチンフード用部材、作業台、手洗器、洗面器、浴槽
本体、浴槽エプロン、窓材、間仕切り、壁材、床材、水栓金具、カラン、シャワーヘッド
、シャワーバー、ホース、ラック類、ホルダー類、手すり、窓サッシ、ドアサッシ、排水
金具、排水口、鏡などに好適に用いることができる。
【符号の説明】
【０１４３】
　１　　基材
　２　　プライマー層
　３　　防曇防汚層

 
【要約】　　　（修正有）
【課題】防汚性、防曇性、及び耐薬品性の全てに優れる防曇防汚積層体などの提供。
【解決手段】基材１と、基材１上に表面が平滑な防曇防汚層３とを有し、防曇防汚層３の
ヘキサデカン接触角が、１０°以下であり、防曇防汚層３が、活性エネルギー線硬化性樹
脂組成物の硬化物であり、活性エネルギー線硬化性樹脂組成物が親水性モノマーを含有す
る防曇防汚積層体。
【選択図】図１

【図１】

【図２】
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